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令和２年第３回定例会議事日程（第２号） 

 

令和２年９月４日（金） 

午前 10時 00分開議  

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 議案第57号 吉富町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第３ 議案第58号 吉富町老人福祉センター設置条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 日程第４ 議案第59号 令和元年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第５ 議案第60号 令和元年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第６ 議案第61号 令和元年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第７ 議案第62号 令和元年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第８ 議案第63号 令和元年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

 日程第９ 議案第64号 令和元年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て 

 日程第10 報告第５号 令和元年度吉富町健全化判断比率の報告について 

 日程第11 報告第６号 令和元年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告について 

 日程第12 報告第７号 令和元年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告について 

 日程第13 議案第65号 令和２年度吉富町一般会計補正予算（第９号）について 

 日程第14 議案第66号 令和２年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）について 

 日程第15 議案第67号 令和２年度吉富町水道事業会計補正予算（第３号）について 

 日程第16 議案第68号 令和２年度吉富町下水道事業会計補正予算（第２号）について 

 日程第17 議案第69号 教育委員会委員の任命について 
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令和２年第３回吉富町議会定例会会議録（第２号） 

 

招 集 年 月 日  令和２年９月４日 

招 集 の 場 所  吉富町役場二階議場 

開       会  ９月４日 10時00分 

応  招  議  員  １番 角畑 正数       ６番 太田 文則 

           ２番 向野 倍吉       ７番 梅津 義信 

           ３番 中家 章智       ８番 岸本加代子 

           ４番 矢岡  匡       ９番 横川 清一 

           ５番 山本 定生       10番 是石 利彦 

不 応 招 議 員  なし 

出  席  議  員  応招議員に同じ 

欠  席  議  員  不応招議員に同じ 

 

地方自治法第１２１  町    長 花畑  明   子育て健康課長 石丸 貴之 

条の規定により説明  教  育  長 皆尺寺敏紀   建 設 課 長 赤尾 慎一 

のため会議に出席し  未来まちづくり課長 和才  薫   地域振興課長 軍神 宏充 

た者の職氏名     総務財政課長 瀬口 直美   上下水道課長 奥家 照彦 

           住 民 課 長 永野 公敏   教 務 課 長 別府 真二 

                  小原 弘光   監 査 委 員 守口賢二郎 

           福祉保険課長 守口 英伸                               

 

本会議に職務のため  局    長 鍛治 幸平 

出席した者の職氏名  書    記 小谷瀬鉄平 

 

町長提出議案の題目  別紙日程表のとおり 

議員提出議案の題目  別紙日程表のとおり 
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午前10時00分開議 

○議長（是石 利彦君）  皆さん、おはようございます。今日は第２日目であります。職員の皆さ

んも白で統一していただいております。 

 ただいまの出席議員は１０名で、定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きま

す。 

 なお、本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、角畑議員、向野議員、２名を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第５７号 吉富町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議長（是石 利彦君）  日程第２、議案第５７号吉富町附属機関に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  皆さん、おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、御説明をいたします。 

 議案書２ページ、併せて資料ナンバー１、新旧対照表１ページを御覧ください。 

 吉富町附属機関に関する条例の一部を改正する条例でございます。町長部局の附属機関として

新たに吉富町地域包括支援センター運営協議会を設置するものでございます。 

 吉富町附属機関に関する条例（昭和４６年条例第１２０号）の一部を次のように改正する。別

表に次のように加える。 

 新旧対照表を御覧ください。 

 別表の末尾に加えるものでございます。附属期間の属する執行機関は町長。附属機関の名称は

吉富町地域包括支援センター運営協議会。担任事務は、地域包括支援センターの設置、運営及び

評価に関する事項について協議するためでございます。附則、この条例は公布の日から施行する。 

 地域包括支援センター運営協議会は、介護保険法施行規則の規則に沿って市町村に置かれる附

属機関でございます。担任する事務は、ここに記載しているとおり、包括支援センターの行う業

務の評価を行って、意見を述べ、包括支援センターの適切、公正かつ中立な運営の確保と地域包

括ケアシステムの構築を推進するものでございます。 

 委員の構成といたしましては、包括支援センターの公正、中立性を確保する観点から、医師会、
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歯科医師会、県保健福祉環境事務所、社会福祉協議会、民生委員、町内福祉施設の関係者から組

織をしたいと考えております。なお、本町地域包括支援センターは、本年４月から老人福祉セン

ターに事務所を移し、同センター内にある社会福祉協議会と連携し、介護予防事業、日常生活支

援事業を展開しています。さらに、来年４月を目標に包括支援センターを社会福祉協議会に業務

委託し、一層の連携の下、高齢者等が住み慣れた地域で安心して暮らしていける体制づくりを構

築したいと考えております。この社会福祉協議会への業務委託に関しましても、より連携が図ら

れるようこの運営協議会に御意見を頂きたいというふうに考えております。 

 以上で説明を終わります。慎重に御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  担当課長の説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。質疑に当たっては、自己の意見は述べられないことになっており

ます。また、質疑の回数は、同一議員につき、同一議題について３回を超えることができないよ

うになっておりますので、よろしくお願いいたします。なお、質問者、答弁者の発言は、挙手を

し「議長」との発声の後、私から発言の指名を受けてから行っていただきます。 

 以上のことを必ずお守りいただきますよう、よろしくお願いします。 

 本案に対して御質疑ありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  皆さん、おはようございます。 

 今、附属機関に関する条例の改正について１点お聞きしたいと思います。 

 この協議会を、今この時期に設置する理由、例えば法律の中でこれが必要なのかどうかとか、

例えばちょっと説明ではあったけど、来年の４月に向けて必要なのか、もしくは、４月に今回移

転したときに必要はなかったのか、この辺だけ教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  先ほど御説明の中でも申し上げましたが、これは介護保険法の

施行規則に沿って設置するものでございますので、市町村にはこれが必要だということでござい

ます。今回設置がありませんでしたので改めて設置をするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  今のちょっと聞いたんで、それで、今までなかった、なくてよか

ったのか、それとも今からやっぱり必要なのかどっちなのか、その辺だけ教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  今まで運営がスムーズにいっておりました。これから、やはり

中立性、公平性というのをより一層求められてきますので、今回つくると、設置するというもの
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でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ほかにありませんか。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  中身、内容なんですけども、この協議会の会議っていうですかね、

これは定期的に開かれるものなんですか、それとも不定期なのか、定期的であるのならば、どう

いう時期に開かれるものなのか。 

 それと、もう一つ、協議会になるんですけれども、何らかの権限みたいなのがあるのでしたら、

そのこともお願いします。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  この担任事務にございますように、センターの設置、運営及び

評価に関することというものがございますので、最低年に１回は開かなければいけないというふ

うに思っております。そのほかに、そういった特別な案件があったら、その都度開く必要がある

というふうに思っております。 

 権限でありますけども、やはり、包括支援センターを監視するといいますか、評価しますので、

そういった強い権限、従わなければいけないというようなことになりますので、町としてありま

すので、権限はこの委員会にはあるというふうに思っております。法の施行規則に基づいた設置

でございますので、そういった権限があるというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ほかに、山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  最後に、もう一個だけいいですか。さっきこの協議会の組織する

委員の人の説明をちょっと聞いたんやけど、その中で社協の方が入ってなかったような感じがし

たんやけど、社協に業務委託するっちゅうことは、社協にも関係するんで社協の会長とかそうい

う方がこの委員には入らんでいいんか、もしくは、オブザーバーみたいな形で入るのか、ここだ

け教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  先ほどの説明の中では、社会福祉協議会というふうに申し上げ

ております。（「あ、ほんと」「ごめんなさい」と呼ぶ者あり） 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題になっております議案第５７号は、会議規則第３９条第３項
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の規定により委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、議案第５７号は、委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  討論なしと認めます。これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから、本案を採決いたします。本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５７号吉富町附属機関に関する

条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第５８号 吉富町老人福祉センター設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（是石 利彦君）  日程第３、議案第５８号吉富町老人福祉センター設置条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  それでは、御説明いたします。 

 議案書４ページ、新旧対照表２ページを併せて御覧ください。 

 吉富町老人福祉センター設置条例の一部を改正する条例でございます。老人福祉センターの名

称を地域高齢者の福祉増進施設として、時代に合った親しみと安らぎを感じる名称に変更するも

のでございます。吉富町老人福祉センター設置条例（昭和５４年条例第１６号）の一部を次のよ

うに改正する。題名を次のように改める。吉富町住民福祉センター設置条例。老人という言葉は、

時代にそぐわないため住民福祉センターに改めるものでございます。 

 第１条中、「老人」を「高齢者」に改め、同条中、目的として老人福祉センター（以下、老人

センターという。）を目的とした老人福祉センターとして、吉富町住民福祉センター（以下、セ

ンターという。）に改める。吉富町住民福祉センターと名称を改めますが、この施設はあくまで

も老人福祉法に基づく老人福祉センターとして、高齢者の福祉を増進するための施設であると定

義をするものでございます。 

 第２条中、「老人センター」を「センター」に改め、同条第１項中「吉富町老人福祉セン
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ター」を「吉富町住民福祉センターひだまり」に改め、同条第２項中、旧字体の「廣津６４１番

地の１」を、現在使用している「広津６４１番地１」に改める。吉富町老人福祉センターの名称

を「吉富町住民福祉センターひだまり」に変更するものでございます。 

 次、第３条中、「老人福祉センター」を「センター」に改める。附則第１項、この条例は令和

２年１０月１日から施行する。 

 第２項といたしまして、吉富町防災行政無線施設の設置及び管理に関する条例（平成７年条例

第１号）の一部を次のように改正する。 

 新旧対照表の３ページを御覧ください。 

 別表、屋外放送受信施設の項中、「老人福祉センター局」を「住民福祉センター局」に改める

ものでございます。 

 なお、この名称「吉富町住民福祉センターひだまり」と決定するに当たりましては、老人福祉

センターに事務所がある吉富町社会福祉協議会の職員、地域包括支援センターの職員、そして役

場福祉保険課の職員が数個の候補名を考え、役場未来まちづくり課の職員の意見を聴いた上で決

定をいたしております。 

 以上で説明を終わります。慎重に御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  担当課長の説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。本案に対して御質疑ありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  これも即決案件なんでね、簡単にお聞きしたいで、一気に３個聞

くけちょっと教えてください。 

 先ほど言った「老人」を「高齢者」という名称にするのに、法的に何か問題があるのかなって

いうのが……。 

 もう一つ、「ひだまり」という名前をつけるそうなんですが、これ「ひだまり」ってどういう

意味なんかなって思って、グーグルでググってみたんやけどね、この近辺だけで１０か所施設が

出てくるのね。近くは豊前市の障害者施設で、あとは中津、小祝の食事処とかデイケア施設とか

出てくるけえいいんかなっちゅうのがちょっと１点ね。 

 もう一つね、センターというっちゅう形になっているので、今まで「あいセン」は「あいあい

センター」、「子育て支援センター」は「子育て支援センター」、でもここはただの「セン

ター」っちゅう呼び名でいいんかな。何か通称としてはどうかな、「ひだまりセンター」とか何

かそういうのがあるか、その３つを教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  高齢者というふうに変えるかという法的なものですけどという
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質問ですけど、いまだに老人福祉法というふうな名称となっておりますので、特に「老人」を

「高齢者」に変えなさいという法的なものはございません。 

 ２点目、「ひだまり」という名称についてですが、私たちも一応調べました。近くにそういっ

たものがないかというのを調べたんですが、他の候補、数個候補があったんですが、その候補を

見てもやっぱりあるんですよね、どこにもいっぱい施設がありますので、どうしてもこの親しみ

と安らぎを得られるような名前というのは、いろんなところがつけているんですよね。その中で、

吉富町のあの場所でひだまりというのは、非常にいいなというふうに私たちは思ったものですか

ら、今回「ひだまり」というふうに決定をさせていただきました。 

 あと、この条例上の「センター」、これはあくまでも条例上の中で「センター」と呼ぶと、条

例の中で、次の文章を指す場合に「センター」と呼ぶということを指し示しているだけでありま

して、あくまでも、吉富町住民福祉センターひだまりという「ひだまり」という名称を親しんで

いただきたいというふうに思っております。 

 以上です。（「通称ひだまり」「ひだまりです」と呼ぶ者あり） 

○議長（是石 利彦君）  梅津議員。 

○議員（７番 梅津 義信君）  名称変更について大変いいことだと、意見を言われないんですけ

ど、そういう思考は持っているんですけど、優秀な職員の方々で決めるのも結構なことなんです

けれども、広く町民にね、名前について、今から老人に、高齢の時代になるので、若きも含めて

関心を持ってもらうためにも、またこれから老人の域に入っていく人たちのよりどころになって

もらうためにも、広く意見を求めるというような考えはなかったでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  今回の名称を決めるに当たりましては、やはり職員が愛情を持

ってあの施設を使いたい、住民の方に使っていただきたいという思いもありまして、ぜひ職員で

つくりたいというふうに思って、私たち職員が候補を考え、職員で決定をしたというものでござ

います。住民の皆さんに聞くというのも一つの方法だと思いますけども、職員で決めるというの

も一つの方法かなというふうに思って、そういうふうにさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ほかに、岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  「ひだまり」の名前なんですけど、ちょっと私の記憶で今回調べ

たわけじゃないんですけどね、町がやっているあいあいセンターかなんかでやっている表示の中

で、精神障害者の方が月に１回集まって料理とかされる、それの俗称というんですかね、愛称が

ひだまりじゃないかと思うんですよね、それとの関係がちょっと気になったんです。その辺はど

のようなお考えなんでしょうか。 
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○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  私たちもそれ気になって、あいあいセンターの職員とも協議を

いたしました。同じ名前なんですけども、それはその一つであって、高齢者の施設もひだまりと

いうものがあっても、別にいいんじゃないかということが結論的になりまして、ひだまりとい

う──ひだまりという言葉がいいなというふうにみんな感じたものですから、あるんですけども

あえて、ひだまりという名前にさせていただきました。（発言する者あり） 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  となると、既に「ひだまり」ということで活動していらっしゃる

方たちが、それで納得していらっしゃるということなんですね。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  あいあいセンターの職員とは協議をいたしましてが、私が直接

その団体の人とは、すみません、しておりません。あいあいセンターの職員におまかせをしたと

いうような形になっております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ほかに質疑ありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  ちょっとね、１点、先ほどの質問で聞いたひだまりの話になって、

職員のみんなで考えたと言ったんで、公募したらどうかとかいう人もいらっしゃるんですけど、

職員というのは、ここで携わっている社協とか、包括の職員たちも入って皆さんで考えたという

ことでいいかね、そこだけ確認させてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  先ほど説明いたしましたように、社会福祉協議会の職員、地域

包括支援センターの職員、役場の福祉保険課の職員がまず考えました。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５８号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、議案第５８号は、委員会付託を省略する

ことに決しました。 



- 10 - 

 次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  賛成討論はありませんか。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  先ほどちょっとお聞きした内容なんですけれども、本当にごく少

数の方たちだとは思うんですけれども、やはり長年にわたって、そこでその名前の下で活動して

いらっしゃる、そういう人たちの気持ちに配慮して、まだその確認は取れていないということで

したので、ぜひ理解を求める行動をしていただきたいということを申し添えて賛成いたします。 

○議長（是石 利彦君）  反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  賛成討論はありませんか。矢岡議員。 

○議員（４番 矢岡  匡君）  このたびの議案につきましては、ユニバーサルデザインといった

ところの解釈をしております。よって、賛成といたします。 

○議長（是石 利彦君）  反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  討論なしと認めます。これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから、本案を採決いたします。本案は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、議案第５８号吉富町老人福祉センター設

置条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第５９号 令和元年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第５．議案第６０号 令和元年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

日程第６．議案第６１号 令和元年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

日程第７．議案第６２号 令和元年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第８．議案第６３号 令和元年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につ

いて 

日程第９．議案第６４号 令和元年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に

ついて 
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○議長（是石 利彦君）  お諮りいたします。日程第４、議案第５９号から日程第９、議案第

６４号までの６議案を一括議題にいたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、日程第４、議案第５９号令和元年度吉富

町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第９、議案第６４号令和元年度吉富町下水道

事業会計剰余金の処分及び決算の認定についてまでの６議案を一括議題にいたします。 

 代表監査委員に監査の報告を求めます。守口監査委員。 

○監査委員（守口賢二郎君）  令和元年度吉富町歳入歳出決算審査意見書。 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項並びに地方公営企業法第３０条第２項の規

定により、令和元年度吉富町一般会計、特別会計及び水道事業会計、下水道事業会計の決算並び

に基金の運用状況を示す書類を審査した結果、その意見は次のとおりであります。 

 １、審査対象、（１）令和元年度吉富町一般会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（２）

令和元年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（３）令和元年度

吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（４）令和元年度吉富町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。（５）令和元年度吉富町水道事業会計剰余金

の処分及び決算並びに関係帳簿、証書類。（６）令和元年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分

及び決算並びに関係帳簿、証書類。（７）基金の運用状況。 

 ２、審査終了期日、令和２年８月２６日。 

 各会計について、決算書及び出納日計簿、収入簿並びに支出簿により出納書類を照査の上、慎

重に審査した結果、決算は計数的に正確であり、財務執行は適正であると認定した。 

 また、基金の運用状況については、その目的に従って適正かつ効率的に運用され、計数及び証

票書類、貯金証書ともに合致しており、正確であることを認めた。令和２年９月１日。吉富町監

査委員矢岡匡、同守口賢二郎。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ありがとうございました。 

 次に、決算の概要について、会計管理者に説明を求めます。会計管理者。 

○税務課長会計管理者（小原 弘光君）  それでは、本町の各会計の令和元年度決算について、お

手元の決算の概要により説明を行います。 

 １ページをお願いいたします。 

 この表は、一般会計及び特別会計の決算について記載しています。各会計の合計歳入決算額は

４５億７,７９２万２,７９０円、合計歳出決算額は４２億３,４８３万７,５４８円、繰越事業費

繰越財源は１,５４５万７,０００円。差引き残高は３億２,７６２万８,２４２円となっています。 
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 ２ページをお願いいたします。令和元年度一般会計決算の概要を説明いたします。 

 １、概要、（１）予算額です。当初予算額３０億５,３００万円、補正予算額４億６,９９１万

７,０００円、平成３０年度からの繰越事業費繰越額は９,８００万円、予算現額３６億

２,０９１万７,０００円であります。 

 （２）決算額です。歳入額３６億５,２０２万９,１２１円、歳出額３３億２,４０６万

２,３２４円、歳入歳出差引き残額３億２,７９６万６,４９７円となり、この中から財政調整基

金条例の規定に基づき１億６,０００万円の決算積立てを行いましたので、令和２年度への繰越

額は１億６,７９６万６,７９７円であります。 

 なお、その中には繰越明許費繰越額１,５４５万７,０００円が含まれております。 

 （３）は、最近５か年度の決算額の状況です。 

 ２、歳入、（１）歳入の決算額です。予算現額３６億２,０９１万７,０００円、調定額３７億

５３３万９,８９９円、収入済額３６億５,２０２万９,１２１円、不納欠損額１７４万

２,４２７円、収入未済額は５,１５６万８,３５１円であります。不納欠損額及び収入未済額の

内訳は、備考に記載しているとおりであります。 

 （２）は、歳入決算額の科目別内訳で、令和元年度と平成３０年度を比較したものであります。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ３、歳出、（１）歳出の決算額です。予算現額３６億２,０９１万７,０００円、歳出済額

３３億２,４０６万２,３２４円、執行率は９１.８％、不用額１億５,０１８万８,６７６円、繰

越明許費１億４,６６６万６,０００円であります。 

 （２）は歳出決算額の科目別内訳で、３ページから４ページに記載しております。備考欄の不

用額等の内訳につきましては、目ごとに１００万円以上の不用額及び繰越明許費について記載し

ております。 

 ４ページをお願いします。 

 （３）は歳出決算額の性質別内訳で、令和元年度と平成３０年度を比較したものであります。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ４、町民の負担状況であります。これも令和元年度と平成３０年度を比較したもので、令和元

年度の歳入総額に対する町民負担の割合は１４.６３％で、平成３０年度と比較し、１.０７％減

少しております。 

 ５、町債の現在高です。前年度末現在高の合計額は３３億６,２８４万６,０００円で、今年度

中に新たに普通債１億８,９３０万円、臨時財政対策債８,２０６万９,０００円の合計２億

７,１３６万９,０００円を起債して、合計２億４,３７２万５,０００円を償還したことにより、

今年度末現在高の合計額は３３億９,０４９万円となっています。これにつきましては、昨年度
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より２,７６４万４,０００円増加しております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 ６、町有財産の状況であります。土地は、令和元年度中に８５０平方メートル減少し、今年度

末は３４万６,００４平方メートルであります。減少の理由は、令和元年度から下水道事業が公

営企業による事業となったため、汚水中継ポンプ場用地が町の所有ではなくなったことでありま

す。 

 建物は、令和元年度中に９２７平方メートル減少し、本年度末は３万１,１３５平方メートル

であります。減少の理由は、土地と同じ理由であり、汚水中継ポンプ場２２４平方メートル、そ

れと、クリーンセンター７０３平方メートルが町の所有ではなくなったことであります。 

 車両は、令和元年度中に１台の増で、今年度末は２８台であります。 

 一般会計に属する基金は、年度中に３,０２４万１,０００円減少し、今年度末の基金合計額は

２３億１,３８４万７,０００円であります。増加した基金は、財政調整基金など５０９万

８,０００円、ふるさと吉富まちづくり応援基金が２６６万２,０００円で、その他の基金の利息

積立てが合計で２４万９,０００円ありました。 

 一方、減少した基金は、人材育成基金で８２６万５,０００円の減、公共下水道事業基金、そ

ちらが２,９９８万５,０００円の減となっております。備考欄には、各基金の令和２年３月

３１日現在高を記載しております。 

 続きまして、権利は、令和元年度中に、株式会社ツクローネ吉富への出資金１,０００万円が

増加し、本年度末は３億７,２６８万５,０００円であります。債権の増減はありませんでした。 

 ７は一部事務組合の財産の状況であります。下から２番目、京築広域市町村圏事務組合では、

旧西部分署跡地の売却に備え、前年度より土地が５５２平方メートル、建物が１６４平方メート

ル減少しております。一番下の京築地区水道企業団では、横瀬浄水場の新設により、前年度より

建物が２,６２７平方メートル増加しております。 

 ７ページ、８ページは、歳入歳出決算の科目別の割合を円グラフで表したものであります。 

 ９ページお願いします。 

 続きまして、国民健康保険特別会計決算の概要であります。 

 １、概要、（１）予算額です。当初予算額７億７,３４３万円、補正予算額３,５７６万円、予

算現額８億９１９万円であります。 

 （２）決算額です。歳入額７億９,５９４万４６０円、歳出額７億８,９６７万９,６７６円、

歳入歳出差引き残額６２６万７８４円。この中から、保険給付費支払準備基金条例の規定に基づ

き、１６０万円を基金積立てをし、翌年度への繰越額は４６６万７８４円であります。 

 （３）は、最近３か年度の決算額の状況を記載しております。 
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 続きまして、２、歳入、（１）歳入の決算額であります。予算現額８億９１９万円、調定額

８億１,９８９万９,５８８円、収入済額７億９,５９４万４６０円、不納欠損額２３８万

４,１００円、収入未済額２,１５７万５,０２８円であります。 

 （２）歳入決算額の科目別内訳で、令和元年度と平成３０年度を比較しものであります。 

 １０ページをお願いいたします。 

 ３、歳出、（１）歳出の決算額です。予算現額８億９１９万円、支出済額７億８,９６７万

９,６７６円、執行率９７.５９％、不用額１,９５１万３２４円で内訳は備考に記載していると

おりであります。 

 （２）歳出決算額の科目別内訳で、令和元年度と平成３０年度を比較したものであります。 

 続きまして、４、被保険者の負担状況であります。令和元年度と平成３０年度を比較したもの

で、令和元年度の歳入総額に対する被保険者負担の割合は、１５.０２％であります。 

 続きまして、５、基金です。保険給付費支払準備基金は、年度中に取崩しはなく１,５０３万

１,１０７円を積み立て、今年度末現在高は１億４,５１６万４,１４３円であります。高額療養

資金貸付基金は、年度中の増減はなく、今年度末現在高は、原資額の３５０万円であります。 

 続きまして、６、債権。これにつきましては、該当がありません。 

 １１ページをお願いいたします。 

 続きまして、奨学金特別会計決算の概要であります。 

 １、予算額です。当初予算額２,４９２万円、補正予算額マイナス１６２万５,０００円、予算

現額２,３２９万５,０００円であります。 

 続きまして、２、決算額です。歳入額２,３３０万４,６７０円、歳出額１,７０１万

１,１８３円、歳入歳出差引き残額６２９万３,４８７円で、この金額が全額翌年度への繰越額と

なります。 

 続きまして、３、歳入の決算額であります。科目ごとの予算現額と歳入済額、差引き増減を記

載しております。 

 続きまして、４、歳出の決算額は、科目ごとの予算現額と支出済額、不用額を記載しておりま

す。 

 続きまして、５、基金であります。奨学金基金は、年度中に新規の積立て１,２９０万円、利

息分の積立て３万５,２５０円の合計１,２９３万５,２５０円の増で、年度末現在高は

７,３０１万１,６６３円となっております。 

 １２ページをお願いいたします。 

 続きまして、後期高齢者医療特別会計決算の概要であります。 

 １、予算額です。当初予算額１億１,０３１万９,０００円、補正予算額８３万８,０００円、
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予算現額１億１,１１５万７,０００円であります。 

 続きまして、２、決算額です。歳入額１億６６４万８,５３９円、歳出額１億４０８万

４,３６５円、歳入歳出差引き残額２５６万４,１７４円で、この金額は翌年度への繰越額となり

ます。 

 続きまして、３、歳入の決算額です。科目ごとの予算現額と収入済額、差引き増減、前年度決

算額を記載しております。 

 ４、歳出の決算額です。科目ごとの予算現額と支出済額、不用額、前年度決算額を記載してお

ります。 

 以上で説明を終わりたいと思います。 

○議長（是石 利彦君）  引き続き、水道事業会計、下水道事業会計の決算の概要について、担当

課長の説明を求めます。上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  それでは、続きまして、令和元年度吉富町水道事業会計決算の

概要につきまして御説明いたします。 

 １３ページをお願いいたします。 

 １、収益的収入及び支出です。まず、収入につきまして、当初予算額に補正予算額を合わせま

した予算現額は１億５,９１７万５,０００円です。支出につきましては、同じく当初予算額に補

正予算額を合わせました予算現額１億６,９９５万円です。これに対しまして、決算額は、収入

１億５,９８８万１３８円、支出は１億５,３０１万９,１７３円で収入支出差引き残高は

６８６万９６５円となっています。 

 次に、２、資本的収入及び支出です。収入につきましては、当初予算額に補正予算額を合わせ

まして、予算現額９,３６０万円です。支出は、当初予算額に補正予算額を合わせまして、予算

額１億２,７８３万６,０００円となっております。これに対しまして決算額は、収入５,９９０万

円、支出は９,２０６万９,８１５円で、収入支出差引き残高はマイナスの３,２１６万

９,８１５円となっております。 

 この資本的収入額が資本的支出額に不足する額３,２１６万９,８１５円は、過年度損益勘定留

保資金２,８６５万９,６６９円と当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額３５１万

１４６円で補填をいたしております。 

 続きまして、３、契約の要旨でございます。令和元年度における契約のうち、代表的なものを

抜粋して掲載しております。 

 ４、業務についてであります。年度末給水人口のほか、記載の項目につきまして、令和元年度

と平成３０年度を比較して掲載してございます。年度末給水人口は平成３０年度に比べ８６人の

減となっております。３行目、年間配水量は２,９６３立方メートルの増であり、５行目、年間
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給水量は７,５２５立方メートルの減となっております。給水人口と給水量が減少しているにも

かかわらず、配水量が増加しております。そういった状況が起きております。これは、令和元年

９月に発見いたしました水道本管の漏水が関係しているものでございます。有収率も前年度に比

べますと１.５９％下がりはいたしましたが、９２.９３％という高い水準であります有収率を維

持しているところでございます。決算上では、このような結果になっておりますが、その後、大

規模な漏水は起きておらず、日々の配水量管理におきまして、入念な監視を行い漏水防止に努め、

現在有収率も上昇を図っているところでございます。 

 次に、５、企業債及び一時借入金の概要です。企業債につきましては、主に平成６年度使用開

始分の幸子浄水場建設及び平成３０年度完成いたしました第３配水池築造工事に伴うものであり

まして、前年度末残高５億６,７１９万１,１５７円に本年度借入高３,２３０万円を加える本年

度償還高２,５７５万６,１７８円を差し引きまして、本年度末残高は５億７,３７３万

４,９７９円となっております。 

 一時借入金はございません。 

 最後に、６、令和元年度水道事業会計固定資産明細でございます。 

 固定資産の年度当初現在高は２１億２,５２８万７,６５５円で、当年度増加額は６,０２９万

４,４００円、当年度減少額は２,７０６万７,９８９円、差し引きいたしました年度末現在高は

２１億５,８５１万４,０６６円です。 

 最後に、当年度減価償却増加額は３,２５７万３,５７０円、当年度減価償却減少額は

１,５６０万３,４１０円で、減価償却累計額総額は８億１,７０７万２,４８５円となっており、

年度末償還未済高は１３億４,１４４万１,５８１円です。 

 以上で、令和元年度吉富町水道事業会計決算の概要についての説明を終わります。 

 続きまして、令和元年度吉富町下水道事業会計決算の概要に移ります。 

 １４ページを御覧いただくことになりますが、下水道事業会計は平成３１年４月１日付で、地

方公営企業法が適用されましたことに伴いまして、このたびの決算報告から水道事業会計同様に

公営企業会計の決算要旨にての御説明となりますということを最初に申し添えさせていただき説

明に移ります。 

 それでは、改めまして１４ページをお願いいたします。 

 令和元年度吉富町下水道事業会計決算の概要を御説明いたします。 

 １、収益的収入及び支出です。収入につきましては、補正予算がございませんでしたので、当

初予算額がそのままの予算現額となり２億７,６９８万３,０００円です。支出につきましては、

当初予算額に補正予算額を合わせまして予算現額は２億６,２４３万４,０００円です。これに対

しまして、決算額は収入２億８,８８５万９０５円、支出は２億５,２５８万１８２円で収入支出
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差引き残高は３,６２７万７２２円となっています。 

 次に、資本的収入及び支出です。収入につきましては、当初予算額に補正予算額を合わせまし

て予算現額３億３,００６万８,０００円です。支出につきましても、当初予算額に補正予算額を

合わせまして予算現額４億１,６９８万６,０００円となっております。これに対し、決算額は、

収入２億８,５６１万円、支出は３億７,１４５万２,５２７円で、収入支出差引き残高はマイナ

スの８,５８４万２,５２７円となっております。この資本的収入額が資本的支出額に不足する額

８,５８４万２,５２７円は当年度損益勘定留保資金７,０６３万８,２６２円と当年度消費税及び

地方消費税資本的収支調整額１,５２０万４,３６５円で補填をいたしております。 

 続きまして、３、契約の要旨でございます。水道事業同様、令和元年度における契約の中から

抜粋して掲載をさせていただいております。 

 ４、業務についてであります。行政区域内人口のほか記載の項目につきまして、令和元年度と

平成３０年度を比較して掲載してございます。行政区域内人口は６,７４４人、平成３０年度に

比べ、１０３人の減となっております。処理区域内人口は３,８７０人、下水道事業区域の拡張

に伴い２１０人の増、水洗化人口は１,９４０人、下水道供用開始区域の拡張に伴いまして

１２０人の増となっております。年度末処理戸数も８７０戸、昨年度より６４戸増というように

なっております。普及率は５７.３８％で、３.９３％の増。有収水量は２１万６,９１４立方

メートル、下水道使用者の増加に伴いまして、対前年水量よりも１万５,７６２立方メートルの

増となっております。 

 下水道事業は、現在、その使用可能区域を広げ、使用者を増やし普及率を伸ばしている最中で

ございます。今後も引き続きまして、下水道の接続利用者の増進に一層努めてまいるところでご

ざいます。 

 次に、５、企業債及び一時借入金の概要です。企業債につきましては、前年度末残高２５億

２５７万６,９０６円に今年度借入高２億５,８１０万円を加え、今年度償還高９,３２７万

９,１０５円を差し引きまして、本年度末残高は２６億７,７３９万７,８０１円となっておりま

す。 

 一時借入金はございません。 

 最後に、６、令和元年度下水道事業会計固定資産明細でございます。固定資産の年度当初現在

高は４９億６,０５９万３,０１４円で、当年度増加額は２億５,５３８万６,３３０円、当年度減

少額は５万１,５５０円、差引きしました年度末現在高は５２億１,５９２万７,７９４円です。

最後に、当年度減価償却増加額は１億４,８８８万９,１２９円、当年度減価償却減少額はなく、

減価償却額累計額総額は１億４,８８８万９,１２９円となっており、年度末償却未済高は５０億

６,７０３万８,６６５円です。 
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 以上で、令和元年度吉富町下水道事業会計決算の概要について説明を終わります。 

○議長（是石 利彦君）  決算の概要説明が終わりました。 

 ここで、暫時休憩を取ります。再開は１１時５分。 

午前10時55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時05分再開 

○議長（是石 利彦君）  休憩前に再開いたします。 

 引き続き、議案第５９号令和元年度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定についてを議題といた

します。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第５９号令和元年度吉富町一般会計歳入

歳出決算の認定については、本日は決算書の内容について執行部からの説明を受けることにとど

め、質疑を省略し、予算決算委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５９号令和元年度吉富町一般会

計歳入歳出決算の認定については、本日は決算書の内容について、執行部からの説明を受けるこ

とにとどめ、質疑を省略し、予算決算委員会に付託することに決しました。 

 それでは、決算書の一般会計歳入歳出決算事項別明細書１ページから順を追って説明を求めま

す。税務課長。 

○税務課長会計管理者（小原 弘光君）  それでは、１款町税について説明をいたします。 

○議長（是石 利彦君）  ページをお願いします。 

○税務課長会計管理者（小原 弘光君）  １ページです。 

○議長（是石 利彦君）  はい。 

○税務課長会計管理者（小原 弘光君）  それでは、１款町税について説明をいたします。調定額

は、前年度より約２,０７４万円の減少で、８億１,７７７万２,９９１円でありました。前年度

比２,０７４万円の減少の内訳は、個人町民税が約６２４万円の減、法人町民税が約８２１万円

の減、固定資産税が約８３３万円の減、軽自動車税が約４９万円の増、たばこ税が約１５５万円

の増であります。 

 収入済額は、前年度より約１,９６６万円の減少で、７億７,０４６万２,３４４円でありまし

た。不納欠損額は、前年度より４万６３７円の増加で、１３２万７,６８７円でありました。原

因別の件数が、生活困窮による滞納処分執行停止によるものが２件、時効によるものが４２件、

相続人不存在によるものが３件、法人解散によるものが３件でありました。 

 収入未済額は、前年度より約１１１万円の減少で、４,５９８万２,９６０円でありました。滞
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納者は２００人で、前年度より５６人の減でありました。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ２ページ、３ページ。地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  ２款地方譲与税３項森林環境譲与税２５万円についてです。こ

れは、令和元年度より施行されました森林環境譲与税です。これを活用して小学校の教室前に花

を２つ設置いたしました。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ２款の地方譲与税です。次のページ、４ページの説明させてい

ただきます。 

 ４項の地方道路譲与税につきまして、予算額０円に対して、調定額、収入済額ともに２円でご

ざいます。これは、平成２１年度の税制改正によりまして、道路特定財源の一般財源化によりま

して、地方道路譲与税の名称が地方揮発油譲与税に改められましたが、経過措置として旧法によ

り課税された分は、あくまで地方道路譲与税としまして譲与されるとされておりましたので、そ

の譲与額が令和元年度には２円、吉富町に譲与されたというものでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ５ページ、６ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ６ページで、８款１項１目１節地方特例交付金で、予算額

５５７万６,０００円に対しまして、調定額、収入済額ともに１,９６８万３,０００円でござい

ます。内訳としましては、個人住民税減収補填特例交付金として４７５万１,０００円。自動車

税減税補填特例交付金として６４万２,０００円。軽自動車税減収補填特例交付金として１８万

３,０００円及び、子ども・子育て支援臨時交付金として１,４１０万７,０００円でございます。 

 予算額と収入額の差は、この子ども・子育て支援臨時交付金の１,４１０万７,０００円で、こ

れは令和元年１０月から実施されました幼児教育・保育の無償化に伴う臨時交付金として、令和

元年度のみ交付されたものでございます。当該交付金につきましては、国からの交付金の額等の

通知が年度末までに来なかったことによりまして、予算の補正ができませんでした。 

 なお、令和２年度以降につきましては、国、県の負担金として交付されることとなっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ７ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ９款１項１目地方交付税で、予算額１１億３,２４９万

５,０００円に対し、調定額、収入済額ともに１１億６,１４３万４,０００円でございます。内
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訳としましては、１節普通交付税が予算額、調定額、収入額全て１０億７,２４９万５,０００円。

２節特別交付税が、予算額６,０００万円に対しまして、調定額、収入額ともに８,８９３万

９,０００円でございます。 

 普通交付税につきましては、令和元年度が１０億２,８７１万９,０００円でございましたので、

対３０年度比で約４.３％の増となっており、一方、特別交付税につきましては、３.８％の減と

なっております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ８ページ、９ページ。建設課長。 

○建設課長（赤尾 慎一君）  １１款分担金及び負担金２項分担金２目土木工事分担金１節土木工

事負担金４６５万１,１９２円でございますが、これにつきましては、界木地区圃場整備に伴う

受益者分担金でございます。換地面積５万７,１０６平米、代表者が２０名でございます。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  一番下の住宅使用料でございます。調定額３,０２３万６７１円

に対しまして、収入未済額が３３９万３,６７１円になっております。この内訳ですけども、調

定額のうち現年分調定額が、２,６２８万８,２００円に対しまして、収納額が２,６１７万

３,４００円で、収納率が９９.５６％、滞納者は２人でございます。調定額のうち、滞納繰越分

の調定額は３９４万２,４７１円に対しまして、収納額が６６万３,６００円で、収納率は

１６.８３％、滞納者は９人でございます。 

 議長、引き続き１０ページいってよろしいですか。 

○議長（是石 利彦君）  どうぞ。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  はい。 

 １０ページ５節の住宅公益費でございます。調定額２９５万５００円に対しまして、収入未済

額２７万７,４００円となっております。内訳ですが、調定額のうち現年分調定額が、２６３万

４,６００円に対しまして、収納額が２６２万２,６００円で、収納率が９９.５４％、滞納者は

２人。調定額のうち、滞納繰越分調定額が３１万５,９００円に対しまして、収納額５万

５００円で、収納率１５.９８％、滞納者は５人です。 

 その下の６節、駐車場使用料です。 

 調定額、５３０万６,９００円に対しまして、収入未済額が２２万６００円となっています。

内訳ですけども、調定額のうち、町営住宅駐車場使用料現年分の調定額が１５３万７,４００円

に対しまして、収納額１５２万７,４００円で、収納率９９.３４％、滞納者は２人であります。

調定額のうち、町営住宅駐車場使用料滞納繰越分は、調定額２４万６００円に対して収納額３万



- 21 - 

円で、収納率１２.４６％、滞納者は５人です。残りは、吉富駅前駐車場使用料調定額３５２万

８,９００円に対しまして、収納額は同額の３５２万８,９００円となっております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  教務課長。 

○教務課長（別府 真二君）  同じく１０ページをお願いします。 

 ２目教育使用料のうち、コロナ感染症に伴い臨時休暇に大幅な減収となったものについて御説

明いたします。 

 ２節社会教育使用料で、予算額３３６万円に対しまして、調定額、収入額ともに２４５万

７,９８６円でございます。内訳としまして、フォーユー会館使用料では、予算額３１２万円に

対しまして、２２３万４,５３６円の収入、利用者数は２万８,７１７名でございます。次に、研

修センター使用料でございますが、予算額１万２,０００円に対しまして、８,２００円の収入、

利用者数として１２８名。次に憩いのやかた使用料は、予算額２２万８,０００円に対しまして、

２１万５,２５０円の収入、利用者数は９,１５８人となっております。また、３月３日からの臨

時休館に伴う返還金が生じております。フォーユー会館使用料では、５３万７,１５２円、憩い

のやかたでは１万５,６００円が生じております。社会教育使用料総額では、５５万２,７５２円

の返還金となっております。 

 続きまして、３節保健体育使用料では、予算額８１万６,０００円に対し、調定額、収入額と

もに７８万７,９００円でございます。内訳としましては、体育館使用料が予算額５７万

６,０００円に対しまして、５２万８,３５０円の収入でございます。利用者数として１万

６,７４０名でございます。次に武道館使用料でございます。予算額１４万４,０００円に対しま

して、収入額１７万３,４００円、利用者数は１万１,５４６名でございます。次に、総合グラウ

ンド使用料でございます。予算額９万６,０００円に対しまして、８万６,１５０円の収入でござ

います。利用者数は、７,３３９人となっております。体育施設も同様に臨時休館となりました

３月と４月分の返還金が生じております。体育館使用料では８万９,３５０円、武道館使用料で

は２万４,２００円、総合グラウンド使用料として６,０００円の返還金が生じております。保健

体育使用料では、総額１１万９,５５０円の返還金が生じております。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  １１ページ、１２ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 貴之君）  １２ページ、１３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負

担金１節児童福祉負担金でございます。予算額７,３２５万円に対しまして、収入額６,８３５万

６,２６０円でございます。教育・保育費負担金におきましては、国基準の保育料を見込む際に

町の基準額が国基準額の４５％で見込んでおりましたが、実績報告時におきましては５７％とな
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っていたため、予算額７,１５２万５,０００円に対しまして、６,７８４万９,２６０円、

３６７万５,７４０円の減となっております。 

 その下の子育てのための施設等利用給付金につきましても、未認可、認可外の対象施設利用者

の把握が困難なため、予算額につきましては、大目に１７７万円で計上しておりましたが、実際

は５０万７,０００円の１２６万３,０００円の減となっております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  建設課長。 

○建設課長（赤尾 慎一君）  １１ページよろしいですか。 

○議長（是石 利彦君）  どうぞ。 

○建設課長（赤尾 慎一君）  申し訳ありません、１１ページ、１２款使用料及び手数料１項使用

料４目の総務使用料で１節行政財産使用料の１,０９０円でございます。これにつきましては、

佐井川橋の補修工事の伴い、受注業者が界木地区内にある清流公園の一部を現場事務所として利

用いたしました。それに伴う行政財産使用料でございます。日数は、７３日間でございます。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  １３ページ。福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  一番上の３節障害者福祉費負担金国庫分です。予算額

９,３９４万７,０００円に対しまして、収入済額１億２,４８９万５,２１５円となっております。

これにつきましては、先日の議会全員協議会で御説明いたしましたが、昨年１１月に負担金の後

期申請をした際、計算に誤りがあったため、過大な交付を受けたものでございます。決算に影響

を及ぼすような事務処理の誤りをおかしてしまったことを改めてお詫びいたします。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  １４ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 貴之君）  １４ページ、５節保育対策総合事業費補助金でございます。

これにつきましては、コロナ対策補助金といたしまして、認可保育園に対する新型コロナウイル

ス、去年につきましてはわかば乳児保育所、昭和保育園に対する５万円の補助でございます。 

 続きまして、２目衛生費補助金、３節保険衛生費補助金６６万円でございます。これにつきま

しては、乳幼児検診時の受診の有無等を電子化した情報を全国の市町村で共有するためのシステ

ム改修費となっております。 

 次にその下の４節風疹抗体検査事業費５０万２,０００円でございます。これまで、風疹に係

る予防接種を法的に受ける機会がなかった昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日までの間

に生まれた男性を対象にした風疹の追加的対策として補助されたものでございます。 

 以上です。 
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○議長（是石 利彦君）  １５ページ。地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  １５ページの１節の社会資本整備総合交付金です。１番上にあ

ります定住化促進分について、定住化事業の申請額４６７万円に交付率の４５％を乗じた

２１０万１,０００円から過年度分調整額の４０万３,０００円を差し引いた金額でございます。 

 続きまして、５目総務費補助金、２節地方創生推進交付金でございます。これにつきましては、

交流マルシェ、創業スクール、チャレンジショップ等の委託料に加え、まちづくり会社設立のた

めの出資金と事業助成金を加えた２,６３８万９,４２０円に交付率の５０％を乗じた金額でござ

います。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  建設課長。 

○建設課長（赤尾 慎一君）  同じく１節社会資本整備総合交付金のうち、建設課分としまして、

まず狭隘道路整備分として７２５万円、これは補助率が５０％でございます。次に、道路整備分。

これは佐井川橋の補修工事として１,７７４万円、補助率は０.５７２でございます。次に、ブロ

ック塀の撤去に係る補助金でございます。これは１万円。補助率は４５％でございます。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  同じくそこの社会資本整備総合交付金の福祉保険課分の御説明

をいたします。町営住宅分として１,０９３万２,０００円、収納に達しております。これにつき

ましては、工事団地住居改善等改修工事設計業務委託料に対する交付金でございます。４５％の

補助率でございます。 

 その下の家賃低廉化事業分といたしまして、２,３６１万８,０００円でございます。これにつ

きましては、山王団地１７戸、別府団地３５戸の分の家賃低廉化分であります。５０％の補助率

でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  教務課長。 

○教務課長（別府 真二君）  同じく１５ページをお願いします。 

 ４目の教育費補助金でございます。１節教育費補助金、予算額１,１５１万２,０００円に対し

まして、調定額、収入額、ともに４１万６,９５０円となっております。差額であります

１,１１０万につきましては、ＧＩＧＡスクール構想に伴う吉富小学校校内ＬＡＮ整備事業の令

和２年度への明許繰越額となってございます。 

 同じ節でございますが、令和元年１０月から幼児教育無償化に伴いまして、新制度での対象外

となりました私立幼稚園に通います児童について、子育てのための施設等利用給付交付金（幼稚
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園）及び子ども・子育て支援交付金としまして、基準の保育料を補助金として、それぞれ通われ

ている保護者に対して交付いたしております。その費用額相当の２分の１が国費として補助金と

して交付されます。同じく、実費相当に係る副食費につきましては、対象の所得基準または第

３子以降等基準がございますが、それぞれ対象補助金の３分の１相当が交付されております。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  １６ページ。建設課長。 

○建設課長（赤尾 慎一君）  １節水産基盤整備事業費補助金、予算現額９,０００万円、調定額、

収入済額ともに５,２７０万円、この事業の内容につきましては、単独航路の浚渫、それから浚

渫に伴う露出調査、それから潜水探査と泊地の一部整備でございます。 

 令和元年度につきましては、補助費数千万円のうち、執行が５,２７５万円で、残り３,７３０万

につきましては、令和２年度に繰り越しておきます。 

 引き続き、５１節の農業費補助金７８６万５,０００円でございます。これにつきましては、

ため池、５池のハザードマップを実施いたしました。あと、２,０００万につきましては、令和

２年度にため池の耐震診断として繰り越しをさせていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  ７目商工費補助金、１節プレミアム付き商品券事業補助金です。

消費税引き上げに伴う住民税非課税者と子育て世帯への影響を緩和するための国庫補助事業で、

細節上のプレミアム付き商品券事務費補助金は、事業に要した需用費、役務費、委託料などに対

する補助金です。 

 また、下の事業費補助金は、令和元年度に購入、使用された商品券３８６万４,０００円にプ

レミアム分の２５％を乗じた金額でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  １７ページ。福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  １７ページの一番下です。 

 ３節の障害者福祉費負担金、予算額４,６９７万２,０００円に対しまして、収入済額

６,２９６万６,６０７円でございます。これは先ほど御説明いたしました事務処理の誤りによる

過大な交付を受けた県費分でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 貴之君）  同じく１節児童福祉費負担金予算額３,６６４万７,０００円

に対しまして、調定収入済額３,０２３万４,００６円でございます。先ほど説明いたしました国
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費２分の１に対しまして、この分につきましては県費４分の１になっております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  １８ページ、１９ページ。住民課長。 

○住民課長（永野 公敏君）  １９ページであります。 

 １４款県支出金２項県補助金１目総務費補助金１節の総務補助金で、生活交通確保対策補助金

４４万３,０００円であります。これにつきましては、巡回バスなどの運行経費に対する県補助

金であります。運行経費から運賃収入を差し引いた運行事業者に対して交付された委託料に対し

ての補助金になります。補助率は運行に係る収支率が２５から５０％までの路線に対しては

１４％、収支率２５％未満の路線に対しては８％の補助率となっており、築上東部乗合タクシー

が１６万６,０００円、町内巡回バスが２７万７,０００円となっております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  ２目民生費補助金２節児童福祉費補助金の上から７番目、福岡

県結婚新生活支援事業費補助金でございます。これにつきましては、福岡県の新婚生活支援事業

費補助金交付要綱に基づいた補助金でございまして、その要件は、世帯所得が３４万円未満、夫

婦ともに３４歳以下、県の要項が制定されました平成３１年１月１日以降に入籍された新婚世帯

に限るという条件が付されております。このため、令和元年度の町への申請世帯は２４世帯あり

ましたが、そのうち県の条件に４世帯が該当し、その対象金額が３１万２,９００円、その２分

の１が県補助金となっております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ２０ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 貴之君）  ３目衛生費補助金１節保険衛生費補助金でございます。上か

ら３番目の自殺対策緊急強化事業費補助金１１３万１,０００円でございます。これにつきまし

ては、令和元年度に自殺対策計画策定業務を委託を行いましたので、それに伴う委託料等事務費

に対する補助金でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  住民課長。 

○住民課長（永野 公敏君）  同じく１節保険衛生補助金で、下から２番目、地域猫活動支援事業

補助金であります。２８万円であります。これにつきましては、飼い主のいない猫の不妊去勢手

術に対する県の補助金であります。補助率が１０分の１０で、雄猫１匹当たり１万５,０００円、

雌猫１匹当たり２万５,０００円で補助されます。実績といたしましては、雄猫が７匹、雌猫が

７匹となっております。 



- 26 - 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ２１ページ。教務課長。 

○教務課長（別府 真二君）  ７目教育費補助金２節学校教育補助金をお願いします。予算額

８２万７,０００円に対しまして、調定額、収入額ともに８２万９７４円であります。 

 ２１ページの一番下お願いします。 

 先ほど国庫補助金でも御説明いたしましたが、令和元年１０月からの幼児教育無償化に伴う県

費補助分でございます。子育てのための施設等利用給付交付金につきましては、費用額に対して

４分の１相当額が交付されております。実費負担分につきましては、３分の１相当が県費補助金

として交付されております。 

 次に、２２ページにわたって一番下なんですが、防犯カメラ設置支援事業費補助金としまして、

小学校の通学路の防犯カメラ設置に伴います費用２分の１相当額となっております。ＪＲ吉富駅

の線路下トンネル内に設置したものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  ２２ページありませんか。２３ページ、２４ページ。住民課長。 

○住民課長（永野 公敏君）  ２４ページ、１５款財産収入２目財産売払い収入、２目物品売払い

収入１節の売払い代金で、不用物品売払い収入であります。これにつきましては、界木の塵芥処

理場にありましたバックホー、これが購入してから２５年が経過しております。老朽化に伴いま

して売払いを行ったものです。 

 以上です。（「これ、何ですか」と呼ぶ者あり）はい。（「最後、何ですか」と呼ぶ者あり）

バックホー。 

 界木の塵芥処理場の施設にありましたバックホーの売払い収入であります。（「重機やな」と

呼ぶ者あり）重機です。はい。 

○議長（是石 利彦君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  １４款１項寄附金１目１節一般寄附金で、予算額１,０００円

に対しまして、調定額、収入額いずれも１１万６,６５２円でございます。これは１件１団体か

らの寄附でございます。 

 議長、２５ページもよろしいですか。 

○議長（是石 利彦君）  どうぞ。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  はい。 

 ２５ページ１番上の２目１節ふるさと吉富まちづくり応援寄附金で、予算額２６４万２,０００円

に対し、調定額、収入額ともに２６６万２,０００円でございます。これは、４名、８名の方か

らの応援寄附金でございます。なお、この４名のうちの１名につきまして、令和２年度、今年度
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も寄附をしたいということで昨日申出がありまして、コロナ禍の中で吉富町にぜひ役立てていた

だきたいということで、５００万円の寄附の申し出がありまして、（「いくらって言いました」

と呼ぶ者あり）５００万円（「２００万」と呼ぶ者あり）５００万円です、はい。（「５００や

ね。はぁ」と呼ぶ者あり）本日入金予定になっておりますことを（「すごい」と呼ぶ者あり）併

せて御報告をさせていただきます。 

 で、同じく２５ページの１７款繰入金１項１目基金繰入金１節の財政調整基金繰入金で予算額、

調定額、収入額、いずれも１億３,５５５万円でございます。令和元年度は、この１億３,５５５万

円を財政調整基金から取り崩しを行いましたが、３０年度決算積立てが、１億４,０００万円ご

ざいました。そのほか、利息積立ても入れますと、最終的に元年度末の残高は、５０９万

７,９５４円の増の１０億６,３１８万１,１８０円ということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  ２５ページ、ほかにありませんか。２６ページ。ちょっと時間がありま

せんので飛ばします。２７ページ。未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  雑入の１節消防団員退職報奨金でございます。２９３万

７,０００円でございますが、こちらは退職する消防隊員の永年勤続や退職等の階級に応じて退

職報奨金を支払うものでございます。今回は、団長、副団長を含め４名の方の退職に伴うもので

ございます。消防団員等公務災害補償等共済基金よりの収入でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ２８ページ。地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  同じく５節雑入の一番下のその他収入の内訳につきまして、

８８６万円が非課税・子育て世帯向けプレミアム付き商品券の販売代金でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  いいですか。はい。 

 ２９ページ、３０ページ、３１ページ、３２ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ３２ページの２款総務費で、予備費から１９２万円を充用をい

たしております。内容は、ページを追って説明をさせていただきます。 

 まず、１項総務管理費に１７４万９,０００円の充用、そのうち１目一般管理費に１０３万

２,０００円の充用でございます。これは、３節の職員手当の時間外勤務手当、職員の時間外勤

務手当の不足に伴う充用でございます。この時間外勤務手当の不足の要因といたしまして、本年

４月１日の機構改革に伴う事務及び会計年度任用職員制度の廃止に伴う事務量の増によるもので

ございます。 

 以上です。 
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○議長（是石 利彦君）  ３３ページ。未来まちづくり課長。 

○未来まちづくり課長（和才  薫君）  中ほどの８節報償費、支出済額１７万円でございます。

これは、功労者善行表彰記念品代といたしまして、功労者表彰１２名、善行表彰５名、計１７名

の方に１万円の商品券をお配りした費用でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ３４ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ２目の文書広報費で５目財産管理費に１４万３,０００円の流

用でございます。これは、機構改革に伴いまして役場庁舎の配置の変更を行った際に、庁舎内に

あります指定金融機関の現金管理システム及び防火金庫等の移設に伴う作業費が生じたことによ

るものでございます。 

 続いて議長、３５ページ。 

○議長（是石 利彦君）  どうぞ、続けて。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  はい。 

 ３５ページで、５目の財産管理費で、まず文書広報費からの流用につきましては、先ほど御説

明をさせていただいたとおりでございます。 

 このほかに、予備費から６９万６,０００円の充用でございます。これは、１５節工事請負費

で、役場庁舎１階の給湯室の修繕工事、宿直室の冷暖房故障による入替え、駐車場南側の植栽工

事、庁舎案内板の表示の４工事分といたしまして、６０万９,０００円、１８節の備品購入費に

８万７,０００円の充用でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ３６ページ、３７ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ３７ページ、１８節の備品購入費で予算額１３４万７,０００円

に対しまして、支出額３９万７,０２５円、不用額９４万９,９７５円でございます。この不用額

の主なものといたしましては、役場庁舎改修後に１階ロビーにソファーの購入を予定しておりま

したが、当面は役場の庁舎内にあったソファー、あるいはフォーユー会館の１階にありましたホ

ワイエにあったソファーを移動させまして、今、活用をしておりますので、それを購入しなかっ

た分といたしまして、不用額６９万円となっております。 

 また、機構改革に伴う職員配置を考慮して購入予定でありました、机、椅子、キャビネット等

につきましても、現状のものをできるだけ使うというところで予算計上をしておりまして、結果

として予定していた台数より購入台数が少なく済みましたので、その分の１２５万円が不用額と

なったものでございます。 

 以上です。 
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○議長（是石 利彦君）  地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  ６目企画費８節報償費についてです。 

 上の企業立地奨励金の１,２２４万８,０００円につきましては、企業立地促進条例に基づき交

付され、町内の事業所及び研究機関関係機関の新設、増設及び移設をする事業者に対して、奨励

措置を講じることで、企業立地を促進し、もって雇用機会の拡大と産業の振興を図ることを目的

としております。奨励金の対象となる家屋や、償却資産に係る固定資産相当額の２分の１を３年

間交付するものでございます。令和元年度の実績としましては、２件の増設がございました。 

 続きまして、定住化奨励金４８２万５,８１２円についてです。これにつきましては、町内に

住宅を新築、建て替えまたは購入された方に対して家屋及び土地に課税される固定資産税相当額

を奨励金として３年間交付する制度でございます。平成２８年から平成３０年の取得分が対象と

なっておりまして、７２件の申請がございました。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ３８ページ、３９ページ。住民課長。 

○住民課長（永野 公敏君）  ３９ページ、２款総務費２項総務管理費９目交通安全対策費１３節

委託料であります。委託料で、１０６万８,０９６円の不用が出ております。この主なものとい

たしましては、築上東部乗合タクシー運行委託料で２３万３,０１６円の不用額、町内巡回バス

運転委託料で８２万４,０８０円の不用額でございます。これにつきましては、両方とも運行経

費から運賃収入を差し引いた額を委託料として支出しております。この執行残につきましては、

運賃収入によるものでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ４０ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ４０ページ、２款１項１０目財政調整基金費で１,０００円、

予備費から充用をいたしております。これは、基金の繰入れに伴いまして、定期預金の解約をし

た際に利息の再積立てをするのに予算が不足しましたので、予備費を充当したものでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ４１ページ、４２ページ、４３ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ４３ページ、１４目ふるさと吉富まちづくり応援基金費で２万

円、予備費から充用いたしております。この基金は、まちづくり応援寄附金を基金に積み立てる

のが基本となっておりまして、１月までの寄附実績額で３月に予算の補正をしたところですが、

その後３月下旬に１件の寄附があり、その分の積立金が不足しましたので、予備費から充用した

ものでございます。 

 以上です。 
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○議長（是石 利彦君）  地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  １５目まち・ひと・しごと創生事業費をお願いします。初めに、

支出済額として１３節委託料の１番上、交流マルシェ企画運営業務委託料７６９万８,９００円

についてです。この事業により、駅前のマルシェを３回実施しております。その下の創業者支援

スクール企画運営業務委託料２８９万９,３８０円により、創業を目指す延べ４１名の方に４回

の研修を行いました。その下のチャレンジショップ運営業務委託料２７９万１,１４０円により、

３店舗の経営指導と独立支援、また店舗独立に伴う補習を行いました。一番下の女子集客のまち

推進イベント開催委託料４０７万２,５００円は、新型コロナウイルス感染症の影響により、

ガールズミーティングのイベントが延期になったことでの契約から準備までの間に要した印刷物

などの広告料や人件費などの必要経費を支払っております。 

 続いて、１９節の負担金補助及び交付金の上から３番目の創業促進事業助成金４００万円によ

り２件の創業支援を図りました。その下の新婚家庭新生活応援補助金８１１万４,０６０円によ

り、少子化対策として新規分２４件、更新分４９件の助成を行いました。その下の女子集客のま

ちづくり活性化促進事業推進助成金３００万円は、まちづくり会社の設立に要した経費と人権費

でございます。なお、その下の２４節投資及び出資金は、まちづくり会社の設立時に１,０００万

円を資本金として出資いたしております。 

 続きまして、この１５目の不用額について、１節に戻っていただきまして、報酬の不用額

２６６万１,０００円の主な要因といたしましては、地域おこし協力隊の募集に対して応募がな

かったことによる執行残でございます。また、地域おこし協力隊に関連する予算が４節共済費、

９節旅費、１４節使用料及び賃借料、１８節備品購入費とありましたので、それらの予算に関し

ても併せて不用額が生じております。１３節の委託料の不用額１,４４１万３,８９０円の主な理

由は、女子集客のまち推進イベントの延期に伴うものでございます。また、１９節の負担金補助

及び交付金の不用額１,３４５万３,９００円の主な理由は、空き家活用事業が未執行となったこ

とによります。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ４５ページ、４６ページ、４７ページ、４８ページ。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  ４８ページ、２款４項選挙費で１７万１,０００円予備費から

充用をいたしております。内容につきましては、５０ページの４目県知事議員選挙費に９万

４,０００円、５１ページの５目町長議員選挙費に７万７,０００円の充用で、いずれも職員の時

間外勤務手当の不足によるものでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ４９ページ、５０ページ、５１ページ、５２ページ、５３ページ、
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５４ページ。福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  ５４ページの１２節役務費で、不用額が１８万６,２０８円出

ております。これにつきましては、成年後見人制度の申立てがございませんでしたので、その手

数料１６万円が不用となったものでございます。 

 続きまして、一番下の１９節負担金補助及び交付金、これについても３９万４,５６０円の不

用額が出ております。これも成年後見人の申立てがございませんでしたので、後見人に対する報

償助成金３３万６,０００円が不用となったものでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ５５ページ、５６ページ。福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  ３目老人福祉費で、予備費から４万１,０００円を充用いたし

ております。これは、１２節役務費で緊急通報電話取付移転料が不足したため、予備費から充用

をいたしたものであります。緊急通報電話機に附属している人感センサーの撤去の要望が多く、

１５件撤去したため、予算が不足したものでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ５７ページ、５８ページ、５９ページ、６０ページ、６１ページ、

６２ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 貴之君）  ２項児童福祉費１目児童福祉総務費１１節需用費でございま

す。１１４万１,１６７円の不用額となっております。これの主な理由につきましては、新型コ

ロナウイルスによる放課後児童保育に対しまして、登園自粛依頼を行っておりましたので、それ

に関するおやつ代の減となっております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ６３ページ。子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 貴之君）  同じく１３節委託料不用額が１,２５５万６,５５８円となっ

ております。これの主な理由といたしましては、前年度に比べ、令和元年度、園児数が減となっ

ておりますので、昭和保育園及びわかば乳児保育所に対する委託料の減とかが主な減となってお

ります。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ６４ページ。同じく子育て健康課長。 

○子育て健康課長（石丸 貴之君）  同じく６４ページ、２目児童措置費の１９節負担金補助及び

交付金でございます。１２９万９,３５０円の不用額となっております。これにつきましては、

主な理由といたしまして、園児数の減による延長保育、一時預かりの減等、今年度、認可外保育

施設利用の助成金を計上しておりましたが、利用が全くございませんでしたので、その分の減で
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ございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ６５ページ、６６ページ、６７ページ、６８ページ、６９ページ、

７０ページ、７１ページ、７２ページ、７３ページ、７４ページ、７５ページ、７６ページ、

７７ページ。地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  ２目農業総務費への流用額、２万７,０００円につきましては、

１９節負担金補助及び交付金の上から２番目の農業用廃プラスチック適正処理推進協議会負担金

につきまして、廃農薬容器の処分料が予算額を超過したことと、年度末で予算の補正ができなか

ったことにより、その不足額を７８ページの３目農業振興費１９節負担金補助及び交付金より流

用したものです。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ７７ページ終わりましたが、暫時休憩をいたします。 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（是石 利彦君）  １時になりました。休憩前に引き続き再開いたします。 

 午前中は、７７ページまでいったと思います。７８ページ、引き続き、議案第５９号令和元年

度吉富町一般会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 ７８ページ。地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  ３目農業振興費１９節負担金補助及び交付金の不用額６５万

９,４５４円につきましては、農業振興事業費補助金として昨年度もパイプハウスの補助対象者

がございませんでした。その関係で不用額が生じております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ７９ページ、８０ページ、８１ページ、８２ページ。地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  ２目商工業振興費１９節負担金補助及び交付金の上から４番目

をお願いします。 

 プレミアム商品券発行事業等助成金１３９万９,１０９円です。これは商工会が行った商品券

事業でプレミアム分として町が７％分を負担しております。その下の商品券換金負担金９３９万

５,５００円は、町が行った非課税子育て世帯向けの商品券事業の令和元年度分の販売金額と

２５％のプレミアム分でございます。 

 また、この１９節の不用額４７０万３９１円の主な要因といたしましては、町の商品券事業の

予算額に対し、販売額が６割程度であったことによります。 
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 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ８３ページ。建設課長。 

○建設課長（赤尾 慎一君）  １９節負担金補助及び交付金の不用額１１万９,６５３円の理由に

つきましては、令和元年度３月までにブロック塀の撤去補助の申請を見込んでおりましたが、年

度内申請がございませんでしたので不用額が生じております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ８４ページ、８５ページ。建設課長。 

○建設課長（赤尾 慎一君）  ８５ページ、１２節役務費不用額が２８３万２,５７１円。この後

１３節委託料で６５５万９,４００円。１５節工事請負費不用額が７６０万４９４円、１７節公

有財産購入費１５４万１,６７８円、これはいずれも道路用地に係るものでございまして、相続

等に伴い交渉が進まず不用額が生じたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  ８６ページ、８７ページ、８８ページ、８９ページ。地域振興課長。 

○地域振興課長（軍神 宏充君）  ７目駅周辺整備費の支出済額１,１４５万２００円につきまし

ては吉富町ふるさとセンターのトイレの改修工事とその管理業務委託料及び雨漏りに伴う防水工

事に要した費用でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ９０ページ、９１ページ、９２ページ、９３ページ、９４ページ、

９５ページ。教務課長。 

○教務課長（別府 真二君）  ９５ページ、９６ページに渡るんですが、１９節負担金補助及び交

付金についてでございます。不用額８４万２,３０３円が生じております。豊前市教育支援セン

ター利用時の負担金として４０万円を予算計上しておりましたが、これは学習支援や集団生活へ

の適用など、基本的な生活習慣の改善等の支援が必要となった児童が利用された場合に支出を伴

うものでございますが、実績がございませんでした。そのため不用となりました。 

 続いて、９６ページですが、給食費助成金でございます。２６０万３,４００円でございます。

子育て世代への経済的負担の軽減、安心して子育てができる環境整備を目的に近隣の市町に先駆

け、令和元年１０月から開始した給食費助成事業でございます。今回、コロナウイルス感染症予

防に伴う臨時休業によりまして、小学校児童３月３日までの９４食分、１名当たり７,８００円

の３３３名分、２５９万７,４００円それから区域外就学児童１名分、６,０００円の支払いでご

ざいます。予算額３００万円に対しまして支出済額２６０万３,４００円、不用額３９万

６,６００円が生じております。 

 以上でございます。 
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○議長（是石 利彦君）  ９６ページいいですか。９７ページ、９８ページ、９９ページ。教務課

長。 

○教務課長（別府 真二君）  １５節の工事請負費でございます。予算額２,３４０万円、支出済

額３９万９,６００円、繰越明許費２,３００万円、不用額４００円でございます。繰越明許費

２,３００万円につきましてはＧＩＧＡスクール構想に伴う、小学校校内ＬＡＮ整備事業による

ものでございます。それから通学路防犯カメラ設置工事については予算額４０万円、支出済額

３９万９,６００円、不用額４００円でございます。通学路において人通りが少ないか所への安

全対策を図るため県費補助金を活用した防犯カメラ１台を設置したものでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  １００ページ、１０１ページ、１０２ページ、１０３ページ、

１０４ページ、１０５ページ、１０６ページ、１０７ページ、１０８ページ、１０９ページ、

１１０ページ。 

 以上で執行部からの説明を終わりました。 

 次に、議案第６０号令和元年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

ページをおって質疑を行います。 

 それでは、決算書１ページをお開きください。２ページ、３ページ、４ページ、５ページ。 

 続きまして、事項別明細書１ページをお開きください。 

 歳入１ページ、２ページ、３ページ、４ページ、５ページ、６ページ、７ページ、８ページ。

山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  雑入の一般被保険者、第三者行為納付金の今回の内容を教えてく

ださい。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  ３件ございます。１件目が分納されている方、月１万円の分納

されている方が１２万円、それともう１件が４万３,７９２円の第三者行為事故によるものです。

もう１件が４万９,９６３円これも事故による第三者行為の納付金でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  歳入全般について、御質疑ありませんか。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  歳入の国保税のところに関して、今の世帯数とあと滞納状況につ

いてお願いします。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  世帯数は９０７世帯、被保険者数が１,４４８人、短期保険者

につきましては２４世帯、３４人、その３４人のうち１８歳以下が２人。資格証明書が１世帯、
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２人。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  税務課長。 

○税務課長会計管理者（小原 弘光君）  滞納状況について、御説明いたします。滞納者前年度比

４４名減の１１４名であります。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  次に、歳出に移ります。（「ちょっと待ってください」と呼ぶ者あり）

山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  歳入の件があるので。歳出でも言ってなかったんやけどね。概要

覧で気になったので聞きたかったんやけど。 

 ここ最近３年間の国保が全体的に下がっている。２８年、２９年、３０年という。今、国保増

えるのは分かるんですが、下がる傾向にあるというのは理由分かっているんですか。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  医療費自体は下がってない、上がっている状況でございますが、

この最近、歳出の決算額が下がっています。これは、国保から後期高齢者に移行した人数とかが

あるということから、下がっているようでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  資格証明書が１世帯、そこはどんな事情によるんですか。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  対応が長期間続いております。納税相談をしてもなかなか納め

ていただけないということで、もう致し方なく資格証明書を交付をさしております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  よろしいですか。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  以前、ずっと前なんですけど、そういう世帯があって、もうなん

て言いますか命に係わるような状況というふうに判断された場合は、パンチを出すということが

１回、１例、私、経験したことがあるんですけど、ちっと具体的に言うと行ってみたら、もう御

主人がうなってあって、そのまま役場に行って、言ったら出しましょうと言って出してくれたん

ですけど、今もそういう対応をなさるんでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  納税相談でまったく応じてくれない、ずっと、７年近くなるん

ですけれども、まったく応じてくれないという状況でございましたので、少しでも納めていただ
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ければそういったこともあるかもしれませんけど、全くなかったという今回の状況でありますの

で、もう致し方なく今回は資格証明書を交付をいたしました。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  不納欠損、個別に違うんですが、大きな現象はどういうものかっ

て分かりますでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  税務課長。 

○税務課長会計管理者（小原 弘光君）  不納欠損につきまして、合計３３件あります。内訳は五

年施行が３１件、生活困窮による執行停止２件であります。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に、歳出に移ります。１０ページ、１１ページ、１２ページ、

１３ページ、１４ページ、１５ページ、１６ページ、１７ページ。（「１６ページ」と呼ぶ者あ

り）１６ページ。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  後期高齢者支援金等の１目の（  ）不用が実質額との差額が結

構大きいんで、そちらの説明お願いします。（「もう一度」と呼ぶ者あり） 

○議長（是石 利彦君）  もう一度。（「１６ページ」と呼ぶ者あり） 

○議員（５番 山本 定生君）  ４,１３２万８,０００円で補正を３００万円かけて、一応予定額

が計が３,８００万円なんやけど、この後にまた３,８００万円になっているんじゃけど、この一

番元が下がって行った理由は大きな要因があったのか、その辺を教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  この補正予算減額の３２０万３,０００円につきましては、

３月の最終補正で減額いたしております。でありますので、後期高齢者の医療費が下がった。拠

出分が下がったというところから減額しております。その下がった要因については、特にこうだ

というものは把握しておりませんが、下がったからということになります。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  １７ページ、１８ページ、１９ページ、２０ページまで。 

 歳出全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  以上、歳出歳入全般について、御質疑ありませんか。梅津議員。 

○議員（７番 梅津 義信君）  国民健康保険は徴収できない世帯というのは、町のほうでなぜと
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れないかというのは、踏み込んでやっているでしょうが、その生活保護を受ける方は、この保険

組合から脱退すると貴重な医療費が支給されるということなので、どうしても払えない方は正直

困るんじゃないかと思うんですがその辺どうなっているのでしょうか。 

○議長（是石 利彦君）  税務課長。 

○税務課長会計管理者（小原 弘光君）  今、国保税だけではありません。税全般に関しては厳し

い対応、特に長期、ある一定程度の期間滞納がある人につきましては呼出しをして納税相談を随

時やっております。その中においてなかなか分納のその約束をしてくれない世帯もあります。そ

こにつきましては、理由はいろいろあるわけですが、収入が一時的にないとか、借金があるとか、

いろいろあるわけですが、一概にこういう理由だから支払いができない人がいると、その場で端

的に説明することは難しい。それぞれの理由によって……。 

○議長（是石 利彦君）  ほかにありませんか。横川議員。 

○議員（９番 横川 清一君）  歳出のほうで、特定検診があります。国保の対象者に対して、ど

のくらいの方が検査を受けているのか。男女比別が分かれば教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  特定検診につきましては、平成３０年度が前々年度ですけども

４７８人、令和元年度この決算が４８７人というふうになっております。この受診率につきまし

ては、３０年度が４４.４％これ県内の順位で見ますと９位、元年度は４６.３％、この県内の順

位は１０位ということで、本町は比較的受診率はいいというふうな傾向にございます。 

 以上です。（「男女別」と呼ぶ者あり）男女別はすいません、ちょっと把握しておりません。 

○議長（是石 利彦君）  次に、実質収支に関する調書２１ページ。財産に関する調書２２ページ。 

 以上、決算書全般について。御質疑はありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  こちらの決算であまり関係ないかもしれんのやけど、今年コロナ

になって健康診断とかがこないだ自分も受けたんやけど──だいぶ変わったよね。今年度かなり

保険が当初予算から変わってくるよね。その辺が推移状況が分かったら教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  まず、収入が減少されたという方がいらっしゃいますので、そ

の方たちについては先の臨時議会で減免の専決させて頂いた承認を頂いたところであります。で

ありますので、税は減ってくるかなんていうふうに思っております。ただ、それにつきましては、

国からの財源として給付されるようになっております。そこはいいんですが、後、支出の分です。

医療費の分については、今のところ吉富町ではコロナの感染者が出ておりませんので、今後どう

なるか分かりませんけども、今のところ、コロナに関しての医療費というのは今のところは分か

らない状況です。 
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 以上です。 

 よろしいですか。（「健診じゃわからんの」と呼ぶ者あり） 

○議長（是石 利彦君）  何ですか。いいですか。はっきり言うて。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  コロナ自体の支出じゃなくて、コロナに関連したもので保険のい

ろいろ変わってこないかなと。町のほうでも変わるんやろうけど。例えば健康診断が今回受ける

内容が変わったでしょう。当初予算のときにそういう提示をしてなかったと思う。しちょったん。

じゃけいそういうところが変わってくるかもしれんよねという、そこが。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  健康診断については、内容変わってないというふうに思います。

ただ、今回、コロナの影響で一堂に集まるというのが密になりますので、時間を区切って予約制

にしております。逆にそれが評判がよかったというふうに聞いております。そういったことぐら

いだと思います。内容的には変わってないというふうに把握しておりますが。 

 今後も予約制をして頂きたいというような話も聞いていますので、検討しているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  はい、いいですか。ほかにございませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６１号令和元年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、

ページをおって質疑を行います。 

 それでは、決算書１ページをお開きください。２ページ。 

 続きまして、事項別明細書１ページをお開きください。 

 歳入１ページ。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  さっきの国保で、こっちが上がっていた話でしたが人数の推移を

教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  今年度の後期高齢者の人数は１,０８４人でございます。そし

て前年が１,０７０人です。前々年２９年が１,０３７人で、２８年が１,００１人というふうに

年々増加をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  世帯数としてはどうでしょうか。 



- 39 - 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  後期高齢者は１人１人にしておりますので、世帯ではすみませ

ん把握しておりません。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  たしか、７５歳未満の方もいらっしゃいますよね。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  ６５歳以上７５歳未満で一定の障害がある方について、広域連

合の認定を受けた方がこれに該当するんだと思います。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  いらっしゃいますか。 

○議長（是石 利彦君）  福祉保険課長。 

○福祉保険課長（守口 英伸君）  いらっしゃると思いますけども、数は今把握しておりません。 

○議長（是石 利彦君）  歳入全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に、歳出に移ります。歳出５ページ、６ページ、７ページまで。 

 歳出全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  以上、歳出全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に、実質収支に関する調書、８ページ。 

 以上、決算書全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６２号令和元年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について、ページを

おって質疑を行います。 

 決算書１ページをお開きください。２ページ、３ページ。 

 続きまして、事項別明細書１ページをお開きください。 

 歳入１ページ、２ページ、３ページまで。 

 歳入全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に、歳出に移ります。歳出４ページ。 
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 歳出全般について、御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  以上、歳入歳出全般について、御質疑ありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  歳入歳出全般について一点だけ確認をしたいんですが、先日、奨

学金を新しい形でできるんか案を取ったと思うんですけど、それ状況を今、分かれば教えてくだ

さい。 

○議長（是石 利彦君）  教務課長。 

○教務課長（別府 真二君）  奨学金の借入れされる方が、ここ数年減少傾向にございます。６月

の議会等でもそういった一般質問でお話がございました。現在、地方創生総合戦略とそういった

ものを活用できる、奨学金の制度利用または制度設計の全体的な見直しについて、準備を進めて

いるところでございます。現状、奨学金の貸付けされる方も令和元年度では８名でございます。

年々減っているところでございます。減っている原因として、返還するときの返還の仕方であっ

たりとか、そういった部分への見直しも必要なんではないだろうかっていうところも含めたとこ

ろで、今、案を練っているような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  吉富の子どもたちが吉富で借りた子の話じゃあないんです。テレ

ビでね。コロナになってアルバイトができんって、奨学金借りる子ちゅうのは結構アルバイトし

ながら生計立てている者が多いと思うんです。そういう状況がもし吉富に関係するか話が入って

いるか、もしそういう子が出たときどうするかなとその案があるかとそこだけ教えて。 

○議長（是石 利彦君）  教務課長。 

○教務課長（別府 真二君）  現在、奨学金の条例であるいは貸付要綱の中で、年に１回しか貸し

付ける機会がないこともありまして、そういった状況もコロナ禍において生活等が急変する場合

もございます。うちのほうにそういったお声をお寄せ頂いている状況ではございません。ただ、

奨学金の条例含めたところで、そういった方には追加で貸出しができるように制度を含めて、現

在内容を練っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  同じようなことなんですけども、そういった見直しの結論はいつ

頃を目指しておられますか。 

○議長（是石 利彦君）  教務課長。 

○教務課長（別府 真二君）  今の予定では教育委員会であったり奨学金の審議会であったりとか、
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そういったそれぞれの審査を経て、なるべくなら早い段階で議員の皆様方にも案を提案したいと

思っています。具体的にいいますと、１１月ぐらいまでには、一旦概要の説明ができるようにと

思って準備をしているところございます。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  次に、実質収支に関する調書５ページ。 

 財産に関する調書６ページ。 

 以上、決算書全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６３号令和元年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について、

ページをおって質疑を行います。 

 決算報告書１ページと２ページをお開きください。 

 収益的収入及び支出の収入全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  支出全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に、３ページと４ページをお開きください。 

 資本的収入及び支出の収入全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  支出全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に、５ページ、重要な会計方針に係る事項に関する注記。 

 次に、損益計算書６ページ。 

 剰余金計算書７ページ、８ページ。 

 同じく７ページ、剰余金処分計算書（案）。 

 次に、貸借対照表９ページ。資産の部、１０ページ資本の部まで。 

 以上、決算書全般について、御質疑はありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  決算書ではなく、概要欄でお聞きしたいことがあるのでお聞きし

ます。今回から下水道特会、この後下水道特会が出るんですけど、下水道特会がついたことで気

づいたんで、法律の確認をしておきたいんですが。概要の１３ページで年度末給水人口というの

が、これが令和元年６,１３１人、下水道特会のほうにも同じように行政区域内人口６,７４４人、

町が出している住民人数とはこれ違うわけですね。３つの数字が出てくるわけやけど、ここ分か
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りずらいんで、ここの根本的な説明で申し訳ないですが、ここ教えて。 

○議長（是石 利彦君）  概要書ですよ。 

○議員（５番 山本 定生君）  概要書の１３ページ、１４ページを。 

○議長（是石 利彦君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  御質問がありました決算の概要について、本年度から、下水道

事業会計が令和元年度から企業会計になったということで、企業会計の決算になった。というこ

とで言いますと、水道事業会計と下水道事業会計が企業会計と同じような様式になった。その中

で、水道のほうについては年度末給水人口、下水道に対しましては、行政区域内の人口というこ

とでございます。 

 まず、給水人口６,１３１人これをどうやって計算するかといいますと、当然、下水道のほう

に書いてある行政区域内人口６,７４４人というものが、計算するときには基礎になります。た

だ給水人口を求めるにあたりましては、その６,７４４人これが令和２年３月３１日現在におけ

る総人口でございますが、その総人口を総世帯３,０２３世帯で除します。いわゆる割りますと

１世帯当たりの人数２.２３１人というのが計算されます。その２.２３１人に給水世帯、これは

私たちが本来給水しておるその世帯数、そこを掛けますと６,１３１人という給水人口が出ます。

これは私たちがその給水している家１軒１軒に御家族が何人いらっしゃるかとか、そういったも

のは常々変動がありますので、そのたびに数えることができません。よって、統計的に全人口、

全世帯、その１世帯あたりに何人平均的にいるかという、その数字に給水栓数を掛けまして求め

た６,１３１人というような数字になります。 

 ということで、よろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  今のその計算式というのは、そういったことが法律か何かで決ま

っているんですか。そういうふうに計算しますっていうふうに決まってるんですか。 

○議長（是石 利彦君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  法律で決まっているような考え方ではないと思います。どうし

てもその現実的な給水人口というものを求めることが、なかなか難しく、通常どこの自治体、水

道事業体におきましても、統計的に出ているのが総人口、そして吉富町の世帯数、それに我々水

道事業体で実数を把握しておる給水栓数、それはもう確実な数字が得られますので、それらを基

にして給水人口を推定する、そういったことが通常行われております。 

○議長（是石 利彦君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  すいません、これで聞いてもいいですか。 

○議長（是石 利彦君）  これって何ですか、見えません。 
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○議員（８番 岸本加代子君）  付属書。 

○議長（是石 利彦君）  付属書。 

○議員（８番 岸本加代子君）  無理。それだったら委員会で聞きます。 

○議長（是石 利彦君）  そうしてください。 

 次に、議案第６４号令和元年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について、

ページをおって質疑を行いす。 

 決算報告書１ページと２ページをお開きください。 

 収益的収入及び支出の収入全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  支出全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に、３ページと４ページをお開きください。 

 資本的収入及び支出の収入全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  支出全般について、御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に５ページ、重要な会計方針に係る事項に関する注記。 

 次に、損益計算書６ページ。剰余金計算書７ページ、８ページ。 

 同じく７ページ、剰余金処分計算書（案）。 

 次に、貸借対照表９ページ、資産の部１０ページ、資本の部まで。 

 以上、決算書全般について、御質疑ありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  先ほど水道の時に水道の説明をしていただきましたので、下水の

６,７４４名が基本人口と言われたんで、この求め方、そこら辺教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  基本人口と申し上げましたが、これは住民基本台帳上の令和

２年３月３１日現在における、吉富町の総人口でございます。 

○議長（是石 利彦君）  質疑ありませんか。横川議員。 

○議員（９番 横川 清一君）  この年度の決算の工事ですが、何か思わぬ予算あるいは工事の変

更等何かございますか。 

○議長（是石 利彦君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  決算の概要の中には契約の要旨といたしまして、代表的なとこ

ろを記載をしておるわけでございますが、令和元年度の工事におきましては、そんなに大して何
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か影響を及ぼすようなとか重大なとか、そういった遅れはありません。下水道工事、上水道布設

替工事ともに予定どおりに終わらせております。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題になっております、議案第６０号から議案第６４号までの５議案は、それぞれの

所管委員会に付託したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第６０号令和元年度吉富町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定については、

福祉産業建設委員会へ。 

 議案第６１号令和元年度吉富町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、福祉

産業建設委員会へ。 

 議案第６２号令和元年度吉富町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定については、総務文教委員

会へ。 

 議案第６３号令和元年度吉富町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につては、福祉産業

建設委員会へ。 

 議案第６４号令和元年度吉富町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定については、福祉

産業建設委員会へ。 

 以上のとおり、それぞれの委員会に付託いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．報告第５号 令和元年度吉富町健全化判断比率の報告について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１０、報告第５号令和元年度吉富町健全化判断比率の報告につい

てを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  報告第５号令和元年度吉富町健全化判断比率の報告についてで

ございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項の規定に

より、令和元年度吉富町健全化判断比率を別紙監査委員の意見をつけて報告をさせていただきま

す。 

 健全化判断比率である４つの比率について御報告を申し上げます。 
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 議案書１３ページを御覧ください。 

 まず、表の①実質赤字比率につきましては、令和元年度が黒字決算となっており、算定されな

いという状況ですので、─（横棒）で表示しております。 

 次に、②連結実質赤字比率につきましても、令和元年度が黒字決算となっておりますので、算

定されないという状況ですので。同じく─（横棒）で表示しております。 

 次に、③実質公債費比率につきましては、令和元年度８.５％となっておりまして、前年度よ

り０.２％の増となっておりますが、早期健全化基準の２５.０％と比較いたしますと、これを大

幅に下回っておる状況でございます。 

 最後に、④将来負担比率につきましては、令和元年度は将来負担額が充当可能財源等を上回っ

たため、１５.２％と算定されており、昨年度より１３.５％の増となっておりますが、早期健全

化基準の３５０.０％と比較いたしますと、これを大幅に下回っている状況です。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。守口監査委員。 

○監査委員（守口賢二郎君）  令和元年度吉富町健全化判断比率の報告について、地方公共団体の

財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、関係書類を監査した結果、その意見は次

のとおりであります。 

 審査対象は、令和元年度の財政健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類

であります。審査終了日は令和２年８月２６日であります。 

 財政指標の算定の基礎となった書類等を慎重に審査した結果、適正に作成され法令等に照らし

財政規模の算出過程に誤りはなく正確であると認められました。 

 詳細につきましては、審査意見書のとおりであり、それぞれの基準値を大幅に下回っており良

好であると認めました。 

 令和２年９月１日、吉富町監査委員矢岡匡、同守口賢二郎。 

○議長（是石 利彦君）  以上で説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．報告第６号 令和元年度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１１、報告第６号令和元年度吉富町水道事業会計資金不足比率の

報告についてを議題といたします。 

 他党課長に内容の説明を求めます。上下水道課長。説明。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  議案書の１５ページをお願いいたします。報告第６号令和元年

度吉富町水道事業会計資金不足比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第２２条第１項の規定
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により、令和元年度吉富町水道事業会計資金不足比率につきましては、資金不足は発生せず算定

されませんでしたので、監査委員の意見をつけてその旨御報告いたします。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。守口監査委員。 

○監査委員（守口賢二郎君）  令和元年度吉富町水道事業会計経営健全化審査意見について、地方

公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、関係書類を監査した結果、

その意見は次のとおり。 

 審査対象は、財政健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記録した書類でありまして、

審査終了日は令和２年８月２６日であります。 

 財政指標の算定の基礎となった書類など慎重に審査した結果、適正に作成され、法令などに照

らし、財政規模の算定過程に誤りはなく正確であると認めました。詳細につきましては、審査意

見書のとおりであり、それぞれの基準値の２０％を大幅に下回っており、良好であると認めまし

た。令和２年９月１日、吉富町監査委員矢岡匡、同守口賢二郎。 

○議長（是石 利彦君）  以上で報告説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．報告第７号 令和元年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１２、報告第７号令和元年度吉富町下水道事業会計資金不足比率

の報告についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。上下水道課長。説明。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  議案書の１７ページをお願いいたします。 

 報告第７号令和元年度吉富町下水道事業会計資金不足比率の報告についてでございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第２２条第１項の規定

により、令和元年度吉富町下水道事業会計資金不足比率につきましては、資金不足は発生せず算

定されませんでしたので、監査委員の意見をつけてその旨御報告をいたします。 

 以上でございます。 

○議長（是石 利彦君）  次に、代表監査委員に監査の報告を求めます。守口監査委員。 

○監査委員（守口賢二郎君）  令和元年度吉富町下水道事業会計経営健全化審査意見について、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、関係書類を監査した結果、

その意見は次のとおりであります。 

 審査対象は、財政健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記録した書類でありまして、

審査終了日は令和２年８月２６日です。 

 財政指標の算定の基礎となった書類などを慎重に審査した結果、適正に作成され、法令などに
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照らし、財政規模の算定過程に誤りがなく正確であると認めました。 

 詳細につきましては、審査意見書のとおりです。それぞれの基準値の２０％を大幅に下回って

おり、良好あると認めました。 

 令和２年９月１日、吉富町監査委員矢岡匡、同守口賢二郎。 

 ありがとうございました。 

○議長（是石 利彦君）  以上で報告説明を終わります。 

 守口監査委員には退席されて結構でございます。 

 お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は、午後２時。 

午後１時53分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時00分再開 

○議長（是石 利彦君）  休憩前に、再開をいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第６５号 令和２年度吉富町一般会計補正予算（第９号）について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１３、議案第６５号令和２年度吉富町一般会計補正予算（第

９号）についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６５号については、本日の質疑を省

略し、予算決算委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第６５号令和２年度吉富町一般会計補正予算（第９号）については、本日の質疑

を省略し、予算決算委員会に付託することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第６６号 令和２年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）に

ついて 

○議長（是石 利彦君）  日程第１４、議案第６６号令和２年度吉富町国民健康保険特別会計補正

予算（第５号）について議題といたします。 

 これからページを追って質疑に入ります。 

 補正予算書、１ページ。 

 歳入、２ページ。 

 歳出、３ページ。 
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 次に、４ページ、事項別明細書、総括歳入。 

 ５ページ、同じく総括歳出。 

 次に、歳入、６ページ、７ページ。歳出、８ページまで。 

 歳入歳出全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  次に、９ページ、補正予算、給与費明細書。１０ページ、１１ページま

で。 

 以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第６６号は、福祉産業建設委員会に付託し

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、議案第６６号令和２年度吉富町国民健康

保険特別会計補正予算（第５号）について、福祉産業建設委員会に付託いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．議案第６７号 令和２年度吉富町水道事業会計補正予算（第３号）について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１５、議案第６７号令和２年度吉富町水道事業会計補正予算（第

３号）についてを議題といたします。 

 これからページを追っての質疑を行います。 

 補正予算、１ページ。 

 補正予算実施計画、２ページ。 

 債務負担行為に関する調書、３ページ、４ページ。 

 予定貸借対照表、５ページ、６ページ。 

 補正予算明細書、７ページまで。 

 以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  今回、コンビニ収納というのがでてくるんで、一般会計でも出て

くるんで、そこでまたお聞きするんですけどね。ちなみに、今、水道のほうで、現金で、いわゆ

る口座引き落としじゃない人っていうは何件ぐらいあるか把握してますか。 

○議長（是石 利彦君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  ただいまの質問、口座振替でない方ということで計算いたしま

すと、１０.２％の方が口座振替ではないということになります。 
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 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６７号は、福

祉産業建設委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、議案第６７号令和２年度吉富町水道事業

会計補正予算（第３号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議案第６８号 令和２年度吉富町下水道事業会計補正予算（第２号）について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１６、議案第６８号令和２年度吉富町下水道事業会計補正予算

（第２号）についてを議題といたします。 

 これからページを追っての質疑を行います。 

 補正予算、１ページ。 

 補正予算実施計画、２ページ。 

 債務負担行為に関する調書、３ページ、４ページ。 

 予定貸借対照表、５ページ、６ページ。 

 補正予算明細書、７ページまで。 

 以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。横川議員。 

○議員（９番 横川 清一君）  補助金が、１件出てますが、どこの地区と言いますか、どういう

建物ですか。 

○議長（是石 利彦君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  水洗便所改造助成金のことですね。今回、補正で４８万円をお

願いをしております。これまで、この下水道事業会計で水洗便所改造助成金を補正増額というよ

うなことは、今まで、過去なかったと思います。 

 現在、非常に下水道に接続が進んでおりまして、その関係、これ１件ではなく、現在、当初予

算で１５７万円の予定既決額が１７８万円がなっておりますが、改造助成金は１５７万円、ほぼ

この予算額を支出していまいそうな、今、状況にあります。 

 それで、予定よりも、当初予算を組んでいた時よりも、非常に下水道の接続が、今、私たちが

思う以上に進んでおります。これは、現在いる職員、今までおられた職員の頑張りが形になって、

数字になって、今、出ております。 

 そういった関係上、今後、今年度におきましても、まだまだこの勢いで下水道の接続を進めて

いく、そういったつもりで、そういったときに、この改造助成金が不足してしまいます。そうい

った関係で、今回、４８万円をお願いしております。 
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 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  ほかにありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  ちょっと、これ、僕も余り詳しくないんで、分かる範囲で教えて

ほしいんですけど、下水を使って、今回のこのコロナになったときに、東京とか下水を調べると

かなんか有効とかいう話があって、その頃の情報が入ってこないんで分からんけど、こっちとし

ても検討されたか、それは実際どんな感じなのか、分かるんなら教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（奥家 照彦君）  よく、今、ニュースで、下水道の分析して、下水道のし尿・汚

水を調べれば、そのコロナの患者がどれくらいいるかというようなそういったことが分かるとい

うことで報じられております。確かにいろいろ調べてみますとそのとおりで、学者の方々が調べ

るとそういった傾向もあるということです。 

 ただ、吉富町の場合、まだまだ、下水道につながれている全世帯に対する割合が、やっと半数

とかそういったところでございます。それを調べたからといって、特に何かあるということはな

かろうということで、課内でもいろいろ協議はしましたが、まだそういった時期ではないという

ふうに考えまして、現在、何もそういった対策を行っておりません。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６８号は、福祉産業建設委員会に付

託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、議案第６８号令和２年度吉富町下水道事

業会計補正予算（第２号）については、福祉産業建設委員会に付託いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第６９号 教育委員会委員の任命について 

○議長（是石 利彦君）  日程第１７、議案第６９号教育委員会委員の任命についてを議題といた

します。 

 担当課長に内容を説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（瀬口 直美君）  議案書２３ページをお願いいたします。 

 教育委員会委員の任命について。 

 本町教育委員会委員に次の者を任命したいので同意を求めます。 

 住所、吉富町大字鈴熊１８番地１、氏名、益田真理子、昭和５１年７月２２日生まれ。 

 令和２年９月３０日をもって任期が満了します戸成敦子氏の後任として益田真理子氏を任命し
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たいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第

２項の規定により、町議会の同意を求めるものでございます。 

 益田さんは、現在４４歳で、平成１１年３月琉球大学教育学部養護学校教員養成課程を御卒業、

同年、斬文堂株式会社入社、その後、株式会社コアラ、大分建設新聞社を経て、平成２２年ＮＰ

Ｏ法人森の学校に入社し、現在、生活支援員としてお勤めでございます。 

 また、保護者といたしてましては、平成２７年４月から平成３１年３月まで、吉富小学校ＰＴ

Ａ総務役員を務められ、その他の公職として、平成２８年７月から令和元年１２月まで、吉富町

行政改革推進委員会委員２期４年間、平成３０年９月から現在まで、吉富町財政検討委員会委員

１期２年間、就任しています。 

 このように、教育はもちろんのこと、行政につきましても深い見識を有しており、家庭におい

ては高校生と小学生のお子さんをお持ちで、ＰＴＡ活動はもちろんのこと学校行事等にも積極的

に参加され、本町の学校教育の現状について十分理解をされており、教育委員会の保護者委員と

して最適な方であると思います。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議の上、御同意くださいますようお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（是石 利彦君）  担当課長の説明が終わりました。 

 これから、質疑に入ります。本案に対して御質疑はありますか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  私、この方って御存じないんですけど、今、吉富町のね、この方

がどうのこうのじゃないんです、教育委員会委員が、今、教育長を除くと４人よね。そのうち、

前回の戸成さんもそうなんだけど、女性が３人ですね。これどうですかね、女性が入ることによ

って、教育委員会のほうの議論とか活発になりますか、どうですか。女性じゃきとか、男性じゃ

きとかいう言い方をすると悪いんでしょうけど、ちょっと昔は男性ばっかりじゃったんだけども、

今は女性３人なんでどうなんかなあと。ちょっと、それだけ分かれば教えてください。 

○議長（是石 利彦君）  教育長。 

○教育長（皆尺寺敏紀君）  女性、男性は関係ないと思います。それぞれの得意分野や専門分野か

らの御発言をそれぞれいただいております。 

 前委員だった寺岡さんは、行政の立場から非常に厳しい御意見をいただいておりましたし、今

の守口先生も、前、学校経営に携わった方でして、あるいは特別支援教育のオーソリティとして

の意見をいただいております。それぞれ、ボランティア体験されている方は、その方面から専門

の立場でいろいろ御意見いただいておりますので、男性女性は、ほぼ私は関係ないと受け止めて

おります。 

 以上です。 
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○議長（是石 利彦君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６９号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、議案第６９号は委員会付託を省略するこ

とに決しました。 

 次に、討論に入ります。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  賛成討論はありませんか。山本議員。 

○議員（５番 山本 定生君）  この益田さんという方、先ほど言ったように、私、直接知らない

んで。私が、以前、ＰＴＡ、あまりしたことはないんですけど、ＰＴＡ入ったときに、やっぱり

女性が出てきて、女性のほうが子供たちと接する時間も長いし、現場をよく知ってるんですね。

議論は、男性が言うのは高所から見た、外から見た型しかできないけど、女性というのは中をよ

く知っているので、本当に子供たちにきめ細かい意見とか出てました。 

 なので、今回、３名の方、また女性になるということですので、教育行政が、また、子供たち

の目線に合った形で進めていただけると思って賛成させていただきます。 

○議長（是石 利彦君）  反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  討論なしと認めます。これにて質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（是石 利彦君）  異議なしと認めます。よって、議案第６９号教育委員会委員の任命につ

いては、原案のとおり同意することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（是石 利彦君）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 これにて散会いたします。長時間お疲れさまでした。 

午後２時14分散会 

────────────────────────────── 

 


